
カ
ル
テ

、
回
.
劇

ス
》
刀
一
m

排
便
時
の
出
血
は
日
常
的
に

よ
く
見
ら
れ
る
症
状
の
一
つ
で
す

が
、
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

紅
門
近
く
か
ら
の
出
血
で
、
鮮

血
が
便
の
表
面
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
に
つ
く
よ
う
な
場
合
は
、

じ寺
(
特
に
内
痔
核
・
雁
門
よ
り
体

内
側
に
で
き
る
い
ぽ
痔
の
一
種

に
ょ
る
も
の
が
最
も
多
い
と
さ
れ

た
、
実
は
が
ん
だ
っ
た
」
と
い

う
例
も
時
々
あ
り
ま
す
。
特
に
和

歳
を
過
ぎ
た
方
は
便
潜
血
検
査
や

内
視
鏡
に
ょ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
、
、
、
、

し
く
は
消
化
器
内
科
や
紅
門
科

の
専
門
医
に
ご
相
雙
だ
さ
い
。

食
屋
県
外
科
医
会
桑
原
隆
一

・
西
亶
屯
兵
庫
医
科
さ

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

治
療
は
軟
こ
う
で
経
過
観
察
す
る

痛
み
を
速
や
か
に
謡
さ
せ

)
、
た
い
な
ら
局
所
麻
酔
で
血
栓
除
去

を
行
い
ま
す
。

裂
肌
(
切
れ
痔
)
が
原
因
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。
便
秘
に
ょ
る
硬

い
便
が
紅
門
の
皮
膚
を
傷
つ
は

出
血
の
ほ
爽
排
便
後
の
強
い
痛

み
が
特
徴
に
な
り
ま
す
。
曼
生
化

今
回
の
よ
う
に
「
痛
み
は
な
い

が
出
血
が
し
ぱ
ら
く
続
い
た
」
と

い
う
ケ
ー
ス
で
は
内
痔
核
や
大

腸
が
ん
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
ぐ

に
が
ん
を
疑
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
焚
現
在
盆
鞍
で
、
大
腸

内
視
鏡
検
査
な
ど
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
癒
と
思
っ
て
放
置
し
て
い

f易
首

■
■
幽
■

和
歳
以
上
は
内
視
鏡
検
査
な
ど
を

ま
す
。
内
痔
核
は
通
{
昊
痛
み
は
あ
り

ま
せ
ん
。
便
秘
が
ち
で
い
き
む
習

禦
あ
る
人
、
長
時
間
座
る
こ
と

が
多
い
人
な
ど
が
で
き
や
す
い
と

さ
れ
ま
す
。
同
じ
く
い
ぽ
痔
の
一

種
で
、
肌
門
の
外
側
に
で
き
る
外

痔
核
は
血
栓
を
形
成
す
る
こ
と
が

あ
り
、
激
し
い
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
大
腸
が
ん
や
直
腸
が

ん
の
初
期
症
状
で
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
で
す
が
、
痔
に
ょ
る
も

の
と
見
た
目
で
区
別
が
つ
き
に
く

く
、
特
に
卯
歳
を
過
ぎ
て
便
通
異

常
(
下
痢
・
便
秘
)
、
腹
痛
、

イ

重
県
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
注

音
念
要
で
す
。

す
る
と
傷
鷲
癌
と
な
り
、
排
便

時
以
外
に
も
痛
み
を
答
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

痔
核
や
裂
紅
の
治
療
で
は
ま

ず
便
通
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
座
薬

・
軟
こ
う
に
ょ
る
保
存
的
治
療
を

行
い
ま
す
。
出
血
や
痛
み
痔
核

の
脱
出
森
く
よ
う
で
あ
れ
ぱ
、

外
科
的
手
禦
必
要
に
な
る
こ
と

神戸新聞社 令和7年6月/タ日(日)

3年前、ぢ肖更時にお尻からの出血が3週間

ほど続きました。出ていた血は鮮血で、紅門

に痛みはありませんでした。現在ぱ侠便です

が、大腸がんではないかと心酉こです。アドバ
イスをお願いします。 (56歳、女性)

朝刊
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